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令和３年度 地域保健医療推進懇話会開催状況 

 

１．大阪市精神医療懇話会  令和３年12月13日（月）開催 

 

（１）地域連携拠点医療機関について 

（意見等） 

・都道府県連携拠点医療機関の指定要件おいて、人材育成が含まれるが、定義や基準はあるのか。 

 

（２）夜間及び休日における精神科救急医療の状況について 

（意見等） 

・「おおさか精神科救急医療情報センター利用実績」の（２）相談経路にある「警察」には、緊急措 

置診察受付窓口で非該当となったものも含まれているのか。 

・「合併症協力病院受入実績」が経年的にみると徐々に増加しているが、令和２年度が減少している 

のは、新型コロナウイルス感染症の影響で、一般救急が逼迫し、合併症患者の受入ができなかっ 

たということか。 

・11病院が合併症協力病院として記載されているが、実際に病床の運用がない病院もあるなか、 

新たに病院を増やすなど再編は考えているのか。 

・緊急措置診察実施件数が、平成30年度から令和2年度にかけて増加しているが、その要因は判 

っているのか。 

・緊急措置診察において、非該当や鑑別不能とはどのような状況であるのか、また、現場へのフィ 

ードバックについて教えていただきたい。 

・大阪府全体として、精神科救急医療システムを運営している自治体は全国的にも少なく、医療機 

関側としては非常に助けていただいている。 

 

（３）依存症対策の状況について 

（意見等） 

・酒害教室が 12区で実施されているが、市内 24区のうち、残りの 12区はどうなっているのか。 

・依存症支援育成者研修やアルコール・薬物・ギャンブル等の依存症に関する講座の参加者数が減 

少しているが、その原因を教えていただきたい。 

・依存症対策支援事業として、アルコール・薬物・ギャンブルの依存症が対象となっているが、重 

複診断された方も含まれているという理解で間違いないのか。 

 

（４）認知症施策の現況について 

（意見等なし） 

 

（５）第7次大阪府医療計画中間評価について 

（意見等） 

・精神疾患の項目の「精神科病院の地域移行・地域定着支援」について、普及啓発や地域のリソー 

スが十分でないと、精神科病院に再入院することになるので、医療機関だけではなく、府全体で 

取り組んでいく必要があるのではないかと思う。 

 

（６）その他  

・自殺の状況について 

（意見等） 

・自殺者数の男女別の比較をしているが、どのような対策をとるか議論するためには、自殺者数の 

割合や年齢別自殺者数などが必要ではないか。 

・自殺未遂者相談支援事業の評価は難しいと思うが、動機別や手段の分析はしているのか。 

・身近に過量服薬できる環境に対し、もっと重点的に対策を取っていただきたい。 
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２．大阪府大阪市医療・病床懇話会  令和４年１月６日（木）開催 

  

（１）令和3年度「地域医療構想」の取組みと進捗状況について 

（２）令和3年度大阪市二次医療圏「地域医療構想」の進捗状況について 

（意見等なし） 

【病床再編支援事業について】意見なし 

 

（３）令和3年度大阪市二次医療圏における各病院の今後の方向性について 

（意見等） 

【医誠会病院・城東中央病院】 

・過剰が見込まれる高度急性期病床を増やすというのでは地域医療構想に逆行している。 

・急性期病棟の中には回復期の病床の割合が一定あるということが考えられていて、それを称して急 

性期である。 

・北区では各病院がダウンサイジングを考えている中、北区に移転することは、北区/城東区の医 

師会/医療機関としては納得できない。 

⇒以上より、継続案件となっている医誠会病院・城東中央病院の転換内容については、合意できず、 

大阪府大阪市保健医療連絡協議会に報告し、協議が必要である。 

 

【重点支援区域について】申請しない 

 

（４）地域医療への協力に関する意向書の提出状況について 

（意見等） 

・大阪市全体で開設届200件に対し、意向書の提出が31件、特に西部基本保健医療圏に至って 

は開設届22件に対し、意向書の提出が1件となっており、提出状況がかなり悪いが、改善する 

方法はないのか。 

・医師会への入会の有無については関係ないが、医師会に入会する新規開設者には医師会からも意 

向書の提出を促している。 

・「医療機器の共同利用に関する意向書」についても、設置届49件に対し、意向書の提出が4件 

と提出状況が悪い。来年度、外来医療で医療資源を重点的とした「協議の場」で、正確なデ 

ータでの議論が必要となるため、市において積極的に提出への働きかけをしていただきたい。 

 

（５）大阪市二次医療圏における第7次医療計画の中間評価について 

（意見等なし） 

 

（６）地域医療連携推進法人の認定について 

（意見等） 

・参加法人が西淀川区の施設のみであるのに、名称を「淀川」とするのは広域的すぎるのではない 

か。 

・今後、淀川区域内で新たに設立する法人が立ち上がった際、「淀川」を冠する法人名が出てくる可 

能性もあるが、やむを得ないということか。 

 

（７）地域医療支援病院の承認申請について 

（意見等なし）  
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３．大阪府大阪市救急医療懇話会  令和３年３月24日（水）開催 

  

（１）大阪市域における救急医療の現状について 

（意見等） 

・区分別出場件数の不搬送理由で、現場処置が年々増加しているが、その内訳はわかるのか。 

・理由別転送回数の理由に処置中が多いと思うが、その項目はないのか。 

 

（２）大阪市域における傷病者の搬送及び受入の実施基準の運用状況について 

（３）新型コロナウイルス感染症流行下の大阪市域における救急搬送の現況ついて 

（意見等） 

・赤1で搬送連絡回数4回以上となるのは、極めて危険な状態であり、新型コロナウイルス感染症 

中心の体制下で救急医療が破綻するのではないか。 

・大阪市内に6か所の救急救命センターがあるので、役割分担を考えながら、無駄のない病床運用 

できるよう、調整いただきたい。 

・新型コロナウイルス感染症流行下で搬送連絡回数が増加しているが、地域偏在はあるのか。 

 

（４）実施基準に係る検証会議の開催状況について 

（意見等） 

・呼吸器疾患も今後の検証の対象として検討いただきたい。 

・搬送困難事例について、転帰との関連性についても検証が必要ではないか。 

・初診時処置「その他」が158例あるが、その内訳を教えていただきたい。 

 

（５）「大阪市域における傷病者の搬送及び受入れの実施基準」の改正について 

（意見等） 

・MC協議会と救急懇話会が一体となって、救急医療体制を考えていく必要があるのではないか。 

 

（６）その他 

① DNARの救急対応について 

（意見等） 

・高齢者施設等は、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人ホームとなっているが、サ 

ービス付き高齢者住宅は含まれないか。 

 

② 夜間休日精神科合併症支援システムについて 

（意見等） 

・精神科に相談し、精神科病院に転院する際、紹介元病院での精神科の入院歴の有無等条件はある 

のか。 
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令和３年度 保健医療協議会開催状況 

 

１．大阪府大阪市各保健医療協議会（東西南北 共通） 

 

北部保健医療協議会  令和４年１月14日開催 

西部保健医療協議会  令和４年１月12日開催 

東部保健医療協議会  令和４年１月20日開催 

南部保健医療協議会  令和４年１月21日開催 

 

 

（１）令和３年度「地域医療構想」の取組みと進捗状況について 

（２）令和3年度大阪市二次医療圏「地域医療構想」の進捗状況について 

（意見等なし） 

【病床再編支援事業について】意見なし 

 

（３）令和3年度大阪市二次医療圏における各病院の今後の方向性について 

（意見等） 

 【医誠会病院・城東中央病院】 

  ・このままでは地域医療構想の意味がなくなってしまう。 

・北区は急性期病院が飽和状態であり、急性期病院が移転してくることについて、北区の全病院が反 

対している。 

・東淀川区の救急受入体制への影響を危惧する。 

・東淀川区では、現在通院中の患者、特に高齢者については、新病院まで交通機関を使って通院する

のは困難であり、受診できなくなることを懸念する。 

 

⇒以上より、継続案件となっている医誠会病院・城東中央病院の転換内容については、合意できず、 

大阪府大阪市保健医療連絡協議会に報告し、協議が必要である。 

さらに、大阪府医療審議会にも報告し、協議いただきたい。 

 

【大阪警察病院】 

・医療病床懇話会で、統合後の転換内容について、地域の病院・医師会から理解が得られたこ 

とから、異議がなく、本協議会においても異議がなく、了承するということで、協議会に報告した

いとの意見があった。 

 

【その他の議論対象の病院】意見なし 

【その他】 

・住吉市民病院跡地の新病院に関して、小児科の対応等地域の意見を踏まえた対応をお願いしたい。 

 

【重点支援区域について】申請しない 
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（４）地域医療への協力に関する意向書の提出状況について 

（意見等） 

・新規開設者に関する意向書の提出状況が非常に悪いが、市において積極的に提出への働きかけを 

していただきたい。 

・医師会に入会する新規開設者には医師会からも引き続き意向書の提出を協力する。 

 

（５）大阪市二次医療圏における第７次大阪府医療計画の中間評価について 

（意見等） 

・今後の災害に備え、府市及び区が連携して、医師会をはじめ関係機関と今後、災害訓練を実施す 

る必要があるのではないか。 

・医療計画の中間評価がいずれも「概ね予定どおり」となっているが、どのように評価しているの 

か。また、取組みにおいて新型コロナウイルス感染症の影響はなかったのか。 

 

（６）地域医療支援病院の承認について（北部） 

 

⇒地域医療支援病院の申請内容について、一般財団法人 住友病院より説明があり、本協議会にて同   

意がなされた。 

 

（７）地域医療連携推進法人の認定について（西部） 

 

⇒地域医療連携推進法人の認定について、一般社団法人 淀川ヘルスケアネットより説明があり、「保

健医療協議会の求めに応じ、その活動状況等を報告いただくこと」を条件に、同意がなされた。 

 

（８）その他 

（意見等） 

・有事の際の情報伝達等のあり方について、行政として検討いただきたい。 

 

 


